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 .論文内容要旨

 非硫黄紅色細菌R五〇αopse豆do滋。ロa88Pheroidesは,嫌気光条件で培養すると多

 量のポルフィリンを産生する。グリシンはポルフィリン形成の素材の一つであわ・従ってこの菌

 でのグリシン代謝の解明は特に生理的意義を持つ。最近,立木・菊地はこの蕾でのグリシγの蛋ゴ

 理的に主要な代謝的分解は,グリシン蝉グリオキシル酸→ジソゴ酸を経て起る事を明らかにした}

 が・塗の際それぞれ等モルのC14一グリシン及び無標識グリオキシル酸を用いると・グリオキシ

 ル酸に取込葦れるが4濡儀は婁嫌気光条件の時の方が好気階条件の時よ匂もはるかに大養い事が

 指摘された。との現象は背後に何等かのう善化学的な反応の介在することを予想させる。著者はこ

 の現象の機構の解析に興味を持ち,翼にその生理的意義をも明らかにする貝酌で実験を行った。

 R.sp血肝oide8は・.砿8Ce1}esの磁eαi臓Sを培地として嫌気光条件で約72時間培

 養したものを用いた。・実験の基本的な系は,生蓉浮遊液にG14一グリシンと無標識グリオキシル

 酸5μ狙01e8づつを添加したものであって,嫌気光及び好気階条件で50℃に50分イソキユ

 ペートした後歩反応液中のグリシンをKご敏eg昧法により,グリオキシル酸をKu箪及び眈。敏

 磁e肋戯の方法によって定量する乏共に,グ財キシノ膿に職まれた酵灘…を測定した。

 上の基本的な系で,グリシンのG14のグリオキシル酸への取込みを測定すると,それは嫌気光

 条件で著しく促進されていえ。この際グリシン・グリオキシル酸の量は好気購条件では僅かに

 減少したにすぎないが,嫌気光条件ではグリオキシル酸の減少が著明で約半量消失していた。こ

 れに対してグ易シンは敬気光条件では減少せず,却って多少の増加を見た。従って壊気光条件で
 残存するグリオキシル酸の0雌比活性は好気暗条件の場合に比べ著しく高く,実験によっては56

 倍にも及んだ。生菌によるグリオキシル酸の嫌気光条件での著明な消失は,グリシンを添掬し支

 い場合でも同程度に観察された。この際特にび{の菌体への取込みが多く,G昆一グリオキシル

 ・酸からの脱炭酸やグリコール酸へのC14の取込みはそれ砥ど著明でない。嫌気光条件に測る

 グリシγ・グリオキシル酸系の反応ではグリオキシル酸の消失に伴い,常にグリシンの多少の増,

 加が見られる事を述べたがか恐らくグリオキシル酸の少くとも一部分は,グリシンに転化するも

 のと思われる。

 ところで實.SPhem撮e8では,嫌気光条件での有機酸代謝は酸化段階を異にする有機酸

 相互の間の光化学的な共役的酸化還元反応によって進行する黎が菊地等によめ明らかにされてい
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 、、.る。そこで上記グリシン・グ“オキシル酸の基本系に諸種の有機酸を添加した場合の効果を検討

 した所μハク酸」フマール酸一リンゴ酸の添加系では無添加系で認められた様たダリオキシ燐酸の溺

 失.♂活性の括擾左取込みが殆ど毘られずン僅かに欝酸・ピルビソ酸の添加系で無添加系と同程度
 に,或いはやや軽度に維持されていた。有機酸の代りに,MBやPMS等の色素を添加した実験

 でも,グリオキシル酸の消失やGMの活機友取込みは認められ友かつた。此等の物質の添加によ'

 つて恐らくグリシンとグリオキシル酸との相互変換系や,グリオキシル酸の以後の代謝系が,菌

 体での代謝反応の主流から錬外されて了つたものと思われる。特にMBやでMSによる疎外が著し

 かったのは上記の現象に光酸化還元系の関与のある事を強く示唆している。

 次に以上の様な実験を音波破砕薦や,それを旬,Geg×9で遠心した上溝について行った所,

 嫌気光・好気晴雨条件での相違は殆ど認めることが認来なかった。縛に箱,000×呂上溝では,

 グリオキシル酸は何れの条件でも共に著明に消失して居軌これと鎌得してグリシン量にかなり

 の増灘が見られた。またグリオキシル酸のGM活性は共に商い値を示した。無細胞系では非持

 異的なアミノ基転移反応1が優勢となる事が推察される。

 著者は以上述べた様に,初めに提起された現象の解闘に資すると思われる幾つかの知見を傳た。

 勿論此等の知見のみではこの複雑な現象に対しで結論を与える事は国難であ右が,先づ著春の実

 験では,嫌気光条件でのグリオキシル酸の著しい消失や,活擾なc14の取込みは舟生蕾でのみ認

 められ,音波破砕菌や抽出液では殆ど認められなかった。との点に関して興味深いのは,αe戯

 等のRhoαospirillU皿一rubru距での報告であって,彼等はFerアiOyanideの生菌へ

 の取込みが光照射で強く促進される事を見ている。若し類似の光照射の影響が,著春の系でグリ

 オキシル酸に関して認められるなら鵜光照射は牽然グヲオキシル酸の菌体内への取込み,従つ…
 てグリオキシル酸の代謝やグジシソとの交換トラソスアミネrシヨソを強く促進すると想像され

 る。しかし飽方マはトラγスアミネごシ…!γのみでは説明出來ない事実も幾つかある。此際グリ
 ロはリロま

 シソ・グリオキシル酸系を㌘つの可逆的酸餌還元系煮見なすならば,グリオキマル酸の酸化分解・
 グリシソヘの還元的アミノ化・グリシγのグリオキシル酸への酸化的脱アミノ等の諸反応が光酸

 化還元系を介して共役することが充分に考えられる。著者は更に反応系にF臼rricy鋤ideを

 添加すると,好気階条件,嫌気米条件の侮れに卦らてもグリシンが著明に減少することを観察し
 ているがンこれも此菌に測るグリジγのグリオキシル酸への変化に酸化的反応機構が関与して

 いる可能性を示唆して雛る。

 尚この菌ではG14一グルタミン酸と無標識α一ケトグルタ噺ル酸系についても,G1{一グリ

 シンと無標識グリオキシル酸系にむけると國様の現象が認められたσG14グリシγとグリオキシ

 ル酸の系に見られた現象が,勉のアミノ酸及びそれに対応するα一ケト酸の間の反応にも一般的

 に成立する可能性;がある。
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 審査結果の要旨

 グリシγはポルフィリン生合成の基本素樗の一つであるが,著者はポルフィリン合成能の強い

 光合成細菌R互。αop8eαao皿o雛呂8将Pねeroiαe8についてグリシン代謝を持にグリ脚妬
ませ

 グリオキシル酸の相互!転換の面から追究したoR.sph,e'roiαe8では基質として0党グリシ

 ンと無標識グリオキシル酸とを等モルづつ用いると.好気暗条件よりも嫌気光条件の時にはるか
 よイ

 に多くのOがグリオキシル酸に取りこまれる。著者はこの現象を詳細に検討した結果,グリ

 シンーグリオキシル酸の相互転換現象には,従来知られていたアミノ基転移反応のぽかに,さら

 ・に主要な反応として恐らくグリシンの酸化的脱アミノ反応冷よび.グリオキシル酸への還元酌アミ

 ノ化反応の関与があるべきことを推測するにいたった。この酸化還元が光化学的反応によって強

 く促進されるものと推定された。このことは光合成細菌に融けるポルフィリン合成の素材供給径

雪

 路を明らかκした、点で重要であるが,著渚はさらに,この種の現象はグリシンーグリオキシル酸

 系のみならず、グルタミン酸一α一ケトグルタール酸蟻沿よびアラニソーピルビン酸系について

 も或程度成立することを萌らかにした。これは光合成細菌にかけるアミノ酸代謝の一般機構を解

 閲する上で有意義な知見である。

 したがって本論交は学位を授与するに佃1値あるものと判冠する。
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